
はじめに

　この本を手に取られたあなたは、今、教師の仕事の、どんなことで
悩んでいるのでしょうか。

　「クラスがうまくいかないなあ！　しょっちゅうもめごとばかり
で毎日が大変だ！」
　「子供たちの反応があまりなくて、手ごたえがないなあ！　どう
したらいいのだろう？」
　「あのやんちゃたちがいなかったら、このクラスは穏やかになる
かもしれないのに……」
　「まだ１学期なのに、早く１年が過ぎてほしいと思ってしまう
……」

　最近よく聞かれるようになった、先生たちのつぶやきです。
　いやいや、こんなつぶやきさえも、もうかき消えてしまっているの
かもしれません。

　そんな先生たちから今なくなってしまいそうなもの。
　それは仕事への「手ごたえ」です。
　多くの先生たちの中からなくなってしまいそうなのは、この「手ご
たえ」ではないかと心配です。
　倍加する忙しさに翻弄されて、ただ毎日が、埋草のように雑務で埋
められていく。毎日の授業も、この埋草になっています。
　仕事の中で、何が大切なことで、何を簡単に済ませていいことなの
か、それがわからなくなっています。
　また、このコロナ禍がさらに先生たちの教育を困難にしているので
しょう。１年間ずっと、教師も子供たちもマスクをつけて授業をして
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きました。
　教師は、子供たちと「関係づくり」をするときに、「言葉」と「表情」
で行います。その「言葉」は、「表情」を伴って生きてきます。
　しかし、互いがマスクのために、互いの表情がわかりません。
　教師の「言葉」が、子供たちにどのように受け止められているのか
よくわかりません。子供たちも、教師の「言葉」がどんな表情で発せ
られているのかわかりません。
　「言葉」が教室の空間をさ迷うように、一人歩きをしているのでは
ないでしょうか。「関係づくり」がさらに困難になっているのです。

　もともと教師の仕事は、忙しいのです。それはそうでしょう。朝か
ら下校するまでずっと子供と関わるのですから。休み時間だって、子
供の相手をしなくてはならないこともしょっちゅうあります。
　しかし、この忙しさの中で、「○○先生のクラスになって良かった
なあ！」「国語の授業がおもしろくなった！」「算数のテストで100点
とれるようになった！」と、子供たちが訴えかけてくれます。

　どんなに忙しくても、このような「手ごたえ」が、やはり
教師を支えてくれています。

　だからこそ、私は、ぜひとも先生たちに仕事への「手ごたえ」を回
復してほしいという願いで、本書を書きました。
　本書では、子供たちとの「関係づくり」をどのように構築するのか、
やんちゃな子供をどのように包み込んでクラスをつくっていくのか、
そしてそのやんちゃな子供を包み込んで「全員参加」の日常授業をど
のようにつくっていくのかを中心に提案しています。
　「まだまだやれますよ！」「まだまだがんばれますよ！」と、そうい
う願いを込めて、先生たちにエールを送りたいと思います。

野中 信行
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大変な事態になっていたクラス！
　始業式から２日目のことでした。
　Ｈ小学校へ異動して、４年生の担任をすることになりました。
　職員の朝の会が終わって、子供たちが待っている教室へ向かいまし
た。子供たちは机に座って、先生がやってくるのを静かに待ち望んで
いるはずです。「さあ、最初の呼びかけはどうしようかな？」と考え
ながら、別の棟にある教室へ向かいました。
　教室へ入ると、そこは大変な事態になっていました。
　うろうろしている子供たち。後ろでけんかしている子供たち。おしゃ
べりに夢中で、私が入ってきたのに気づかない子供たち……。
　何が起こっているのかわからなくて、しばし茫然となりました。
　それからが大変でした。すべての活動に時間がかかるのです。
　とんでもないクラスを担任したのだと思いました。

１組にやんちゃたちを集めていた！
　午前中を何とか終わらせ、急いで子供たちを帰らせました。とにか
く、４時間を何とか持たせるのにエネルギーを使い果たし、がっくり

やんちゃ７人衆
との出会い

～大変な４年生クラスでの実践～
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第１章　やんちゃな子供を学級に包み込む！

と疲れました。一体どういう子供たちなのだろうと、前年度の３年生
を受け持っていた先生に聞きに行きました。

「やっぱり、そうだったのね。私たちは反対したのよ」
「どういうことなのでしょうか？」
「４クラスのやんちゃたちを１組に集めて、お互いに牽制させようと
いう主任の先生の提案で、そういうクラス編成をしてしまったのです
よ。だから、ひどいやんちゃたちがいっぱいいるでしょう？」

　それからよくよく情報収集をすると、私がこの学校へ異動してくる
ということを聞きつけ、４年生の１組の担任だという情報を得て、そ
こにやんちゃたちを集めてしまえという試みだったわけです。
　ひどいことをするわけです。
　しかし、もはやどうするわけにもいきません。

やんちゃ７人衆の中でも、超超やんちゃなＡ君
　３年生のときは、とにかく子供たちが荒れていたということでした。
私のクラスに、それぞれのクラスのやんちゃたちが集まってきている
のです。
　とくに超やんちゃな子は７人。「やんちゃ７人衆」と名付けていま
した。その中に、超超やんちゃなＡ君がいました。学校中で有名なや
んちゃ君です。
　最初の日から、低学年の先生から「うちのクラスの子が殴られまし
た」という苦情が寄せられていました。それが毎日続くのです。
　困り果てました。少々の叱りでは、どうにもなりません。彼らは叱
られ慣れているので、効き目はまったくありません。
　ただ、叱られる場面では、しおらしくするのです。
　これでは、だめだと覚悟を決めました。普通のやり方ではどうにも
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荒れている原因は何だろうか？
　私は、Ｏ小学校に異動して５年生を受け持ちました。前年度の４年
生では、１クラスが学級崩壊になり、その中心メンバーが私のクラス
にいました。
　Ｃ君は、前年度の学級崩壊の中心人物だと報告を受けていました。
教室を飛び出していくことを繰り返していたそうです。
　Ｃ君は、１日目から目立っていて、ぺらぺらおしゃべりをし、私の
話の言葉尻をとらえて、周りを笑わせていました。学習障害（LD）
ということで、他校の支援教室に通っていました。
　私は、さてさてどう対応すべきかと迷っていました。とにかく様子
を見る以外に方法はない。最初から叱っていくことだけはできるだけ
避けよう、よほどのことでない限り叱るのを避けようと思っていまし
た。このように荒れている子供は、注意深く見てみると、その原因が
隠れているものです。

　荒れている原因は何だろうか？

　このＣ君はさておいて、その間に必死になって「学級づくり」をし
ました。とにかく、周りの子供たちを軌道に乗せなくてはなりません。

やんちゃＣ君（LD児）を
包み込む実践
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第１章　やんちゃな子供を学級に包み込む！

荒れている原因を探り出す！
　授業が始まりました。最初の授業は、ノートの点検です。５年生に
なってきちんとノートをつくっているかどうか点検を行います。全教
科のノートを持ってくるように伝えておきました。一人ひとり調べて
いきました。
　ところが、Ｃ君だけは、前年度の４年生のノートを持ってきていま
す。買い忘れたのでしょう。
　そのノートを開くと、びっしりとマンガが描かれています。どのノー
トもどのノートも、ノート全面にマンガばかり。びっくりするばかり
で、普通なら叱り飛ばすところです。
　しかし、そのノートを見ながら、ぱっとひらめきました。

　ああっ、この子は勉強したがっているんだ！

　このひらめきは今までの教師経験からという以外にありません。
　４年生になって、今年こそ勉強しようと思い臨んでノートを開き、
先生の話を聞こうとしても、さっぱり話がわからない。早口でずっと
おしゃべりばかりをしている先生。
　つまらなくてノートに得意なマンガを描く以外になかったのです。
そのうちに飽きて、教室を飛び出すようになりました。そんなことを
想像してみました。

Ｃ君への対応が始まる！
　その日から、Ｃ君に対して特別な対応をすることにしました。
　私が話したことでＣ君の反応が思わしくなければ、もう一度話し、
Ｃ君の席に行き、丁寧に一緒に作業をすることにしました。
　発達障害の子供たちは話したことについて何度も聞き返すことがあ
ります。一時に一事しか頭に入らないことが多いのです。絶対に「今
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指示を聞かない子供への対応
　親しい知り合いの先生（７年目の先生）から、最近次のようなこと
があったと報告がありました。
　５年生のあるクラス（荒れているクラス）に自習監督に行ったとき
のこと。
①「テストの机の形にします」
②「机の上が筆記用具だけになった列から配ります」と教師が指示
を出す。

　　→５、６人の反発児が指示に反応しないので、テストを配らない。
　　→しかし、周りの子の声かけで、しぶしぶ直す（１人以外）。
　　→１人だけやめず、黙って折り紙を折り続ける。

　さて、こんなときに、どのような対処をすればよいでしょうか？
　ほとんどの先生が、その１人を叱りつける対応をとるのではないで
しょうか。
　この先生は、次のように全体に指示を出したということです。

③「テストを始めてください。終わったら、テストを机にいったん

やんちゃな子供との
関係をつくる
「言葉かけ」
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第２章　教師と子供の関係は「言葉かけ」でつくる

しまって、読書をしてください」

　指示の鉄則は、「みんなが先、個々は後」です。だから、ここで、
みんなに指示を出しているのは、鉄則どおりです。
　それから折り紙を折り続ける子供のところへ行っています。

④折り紙を折り続ける子供のところへ行って、「テストやりますよ」
と声をかける。

　　→いやだ、と子供は反発する。
　　→でも、ほかの子のために、机だけはテストの形にします。
　　→いやだ、めんどくさい。
　　→�そうですか。……（周りの子に）○○さんだけテストの形にし

てないけど、カンニングではないから、許してあげてな。
　　→その子のもとを離れる。

⑤すると、その子は机を自らテストの形にしたので、再度、テスト
を渡しに行く。

　　→無事、テストが実施できた。

子供に主導権を与えない
　叱りつけることをまったくやっていません。これは見事です。
　そして、テストをすぐに渡していないところも、見事。
　折り紙を折り続ける子供に主導権を与えていないのです。
　その子が折れて、机をテストの形にしていくわけですから。
　厳然と縦糸を張っています。しかし、それ以上、踏み込んでいませ
ん。
　その先生は、次のように書いています。
　「かつて私は、②から③にあっさり移行できませんでした。

31


